
語彙５０～５００語 ２語文を話す 大小の概念がわかる

名詞、動詞、代名詞
少しが分かる

身体部位が分かる 自分のものを主張する

名詞、動詞少しが分かる
絵を見て

知っているものを指差す
見立て遊び→ごっこ遊び 玩具に合った遊び

パパ、ママ、マンマなど
数語を話す

物の違いを見分ける

隠されたものを取り出す

指差しをする まねっこ遊び

自分が見ているものを
他者に伝えようとする

喃語
いないいないばあ遊び

を好む
大人が見ている方向を見る

興味のあるものに
手を伸ばす

物を目で追う

泣く 微笑み

「なに？」と聞く 時間を置いて真似する（動作、ことば）

音のした方に顔を向けるあやされて笑う

人見知りの始まり

おしゃべりしている
ような声を出す

バイバイ、ちょうだい
が分かる

物に合った操作（入れる、棒にはめる、積むなど）簡単な指示が分かる

名詞、会話語が分かる
物に対し、カテゴリー分けができるようになってくる
（例：四つ足動物を「ワンワン」と表現する）

ことばの発達の流れ
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